
令和 6年 ５月31日現在

人　口 世帯数
富谷市 52,306 20,562
大和町 27,914 12,501
大郷町 7,525 2,940
大衡村 5,436 2,045
計 93,181 38,048

令和 6年 ５月31日現在

くろかわ広
域

令和６年７月１日発行　No.109

地域の人口・世帯数

〜 ごみ処理施設見学 〜
　令和６年６月４日（火）　大衡小学校の皆さんが
環境管理センター　ごみ焼却施設を訪れ、ごみの
分別の大切さやごみ焼却施設の仕組みなどを学び
ました。



ごみの減量化はなぜ必要？

ごみを減量化するには ？

　ごみの減量化やリサイクルについては、近年、報道等でも取り上げられており、SDGsや循環型社
会の実現に向けて、欠かせない取り組みとなっております。

　ごみの減量化やリサイクルをすることで、温暖化ガスの
削減など地域環境の保全や貴重な資源を有効活用すること
ができます。

≪令和５年度に環境管理センターに搬入された町村別のごみ搬入状況≫� [単位：ｔ]

� （　）内は前年度

　ごみの種類別割合の中で一番高い燃えるごみの中には、
正しく分別すればリサイクル可能な紙ごみやプラスチック
製容器包装などの資源ごみも含まれており、ごみの減量化
やリサイクルを推進するためには、正しくごみを分別する
ことや３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を積極
的に取り組むことが大切です。
　詳しい分別の仕方については、「ごみの分別と出し方」
に記載されておりますので、循環型社会の実現のため、よ
り一層のご協力をお願いいたします。

一般ごみ
町村 家　庭　系 事　業　系 合　計 前年度比

大　和　町 6,487（6,911） 3,354（3,533） 9,841（10,444） △5.8%
大　郷　町 1,697（1,764） 942（　862） 2,639（  2,626） 0.5%
大　衡　村 1,233（1,309） 1,234（1,278） 2,467（  2,587） △4.6%
合　計 9,417（9,984） 5,530（5,673） 14,947（15,657） △4.5%

※資源ごみ・・・缶、びん、ペットボトル、プラ製容器包装、新聞、雑誌、ダンボールなど

循環型社会の実現に向けて
環境管理センター
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　人口の減少に伴い、一般ごみの搬入も減少傾向となっており、併せて１人１日あたりに排出される
ごみの量も減少傾向にあることがわかります。
　令和５年度における１人１日あたりに排出されるごみの量の目標達成状況については、家庭系ごみ
で97.0%、事業系ごみで85.4%、一般ごみ総計で92.7%となっております。
　循環型社会の実現に向けて、ごみの減量化やリサイクルの推進について、ご理解、ご協力をお願い
いたします。
� 問い合わせ先　環境管理センター　☎342−2218

　当組合では、ごみの減量化を推進する上で、富谷市を除いた大和町・大郷町・大衡村の「黒川地域
循環型社会形成推進地域計画」において、国・県の方針や地域特性を考慮して算出した、ごみ減量目
標値（１人１日あたりに排出されるごみの量）を定めています。

≪年度別のごみ搬入状況及び目標達成状況≫

（単位：Bq/kg）

基準値：8,000Bq/kg
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和５年度
目標数値

人口（人） 42,350 42,020 41,669 41,439 40,976 −
一般ごみ（t）※災害ごみ除く 15,683 16,085 15,988 15,567 14,947 −
１人１日あたりの家庭系ごみ（g/人・日） 642 669 662 660 628 609
１人１日あたりの事業系ごみ（g/人・日） 369 379 389 375 369 315
１人１日あたりの一般ごみ（g/人・日） 1,011 1,048 1,051 1,035 997 924

～　焼却灰の放射性物質測定　令和６年３月で終了　～
　当組合では、地域の皆さまが安心できるよう、一般廃棄物最終処分場に埋立てしている焼却灰の
放射性物質測定について、東日本大震災による東京電力福島原発事故後から継続して実施しており
ましたが、測定結果は、測定を開始して以降、環境省で定める基準値を下回っており、国が定める
測定義務が免除されたため、令和６年３月をもって焼却灰の放射性物質測定を終了することといた
しました。なお、埋立て後の最終処分場内の各種測定は今後も継続して実施します。
� 問い合わせ先　業務課　☎345−6481

採取月 放射性セシウム134 放射性セシウム137 放射性セシウム合計
令和６年３月 不検出 42 42

ごみ焼却施設から生じる焼却灰（飛灰）の放射性物質測定結果

《ごみ搬入状況》 《１人１日あたりの搬入量の目標達成状況》
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し
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。

４月
議会臨時会
審議結果
４月23日

原
案
の
と
お
り

　
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

議
長
の
選
挙

組　合　議　会　の　紹　介
　黒川地域行政事務組合議会は、黒川地域の１市２町１村の各市町村選出の議会議員により組織され、
富谷市議会より４名、大和町議会より５名、大郷町議会より４名、大衡村議会より３名の計16名で構
成されています。
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【
新
消
防
庁
舎
建
設
工
事
】

安
全
祈
願
祭
挙
行

穿う
が
ち
ぞ
め
の
ぎ

初
之
儀（
鍬
入
れ
）

庁　舎　概　要

新消防庁舎　供用開始までのスケジュール

・建  設  場  所
大和町吉岡西部土地区画整理事業区域内
（北四番丁大衡線・町道吉田吉岡線角地）

・敷  地  面  積：9,935.61㎡
・建物延床面積：約3,760㎡
　（庁舎車庫約2,981㎡・訓練塔その他779㎡）
・構　造・階　数：鉄筋コンクリート２階建て
・供  用  開  始：令和７年11月末日竣工
　　　　　　　　令和８年４月供用開始予定

　

令
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６
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４
月
23
日
に
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７
年
度　
黒
川
地
域
行
政
事

務
組
合
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防
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部
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川
消
防
署

新
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舎
建
設
工
事
の
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工
業
者
で

あ
る
戸
田
建
設
株
式
会
社
東
北
支

店
主
催
に
よ
る
安
全
祈
願
祭
が
建

設
予
定
地
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
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合
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事
会
（
構

成
市
町
村
長
）
や
組
合
議
会
議
員

の
ほ
か
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
50

人
が
出
席
し
、
工
事
の
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　
浅
野
俊
彦
理
事
長
は
、
「
今
後

ま
す
ま
す
発
展
を
遂
げ
る
黒
川
地

域
の
防
災
・
減
災
の
拠
点
と
し
て
、

地
域
か
ら
親
し
ま
れ
、
安
心
感
を

与
え
る
消
防
庁
舎
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
令
和
８
年
４
月
の
供
用

開
始
を
目
指
し
、
本
工
事
が
安
全

に
竣
工
出
来
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま

す
。
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

〔
写
真
〕
向
か
っ
て
右
側
か
ら

　
田
中
理
事
・
浅
野
理
事
長
・
若
生
理
事
・
小
川
理
事

20ケ月

９ケ月

20ケ月

引越引越

供用

12ケ月12ケ月

９ケ月

18ケ月18ケ月

消防本部 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
黒川消防署
基本構想

基本設計

実施設計

建設工事

基本計画
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令和５年度　予算執行状況のお知らせ
令和６年３月末現在における令和５年度各種会計の予算執行状況は下記のとおりです。

今後も引き続き効果的・効率的な予算執行を行ってまいります。

一 般 会 計

特 別 会 計

病院事業会計 訪問看護ステーション事業会計

（歳　入） 　� （単位：千円）
科　　　目 予　算　現　額 収　入　済　額 収　入　率

分 担 金 及 び 負 担 金 2,177,198 2,177,198 100.0%
使 用 料 及 び 手 数 料 14,201 16,348 115.1%
国 庫 支 出 金 17,203 0 0.0%
県 支 出 金 64 64 100.0%
財 産 収 入 2,267 3,116 137.5%
繰 入 金 23,556 23,556 100.0%
繰 越 金 112,710 112,711 100.0%
諸 収 入 65,479 71,702 109.5%
組 合 債 188,000 153,600 81.7%

合　　　計 2,600,678 2,558,295 98.4%

（歳　出） 　� （単位：千円）
科　　　目 予　算　現　額 支　出　済　額 執　行　率

議 　 会 　 費 2,528 2,364 93.5%
総 　 務 　 費 225,174 220,206 97.8%
民 　 生 　 費 80 44 55.0%
衛 　 生 　 費 668,711 430,642 64.4%
消 　 防 　 費 1,529,223 1,443,139 94.4%
公 　 債 　 費 174,862 170,547 97.5%
予 　 備 　 費 100 0 0.0%

合　　　計 2,600,678 2,266,942 87.2%

介護認定審査会特別会計
（歳　入） 　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金及び負担金 11,987 11,987 100.0%
繰 越 金 1,059 1,059 100.0%
諸 収 入 15 22 146.7%

合　　　計 13,061 13,068 100.1%

（歳　出） 　� （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率

介護認定審査会費 13,061 11,549 88.4%

� （単位：千円）
区　　分 予算現額 収入・支出済額 収入・執行率

収益的
収　支

収入 201,847 203,060 100.6%
支出 362,862 360,509 99.4%

資本的
収　支

収入 389,384 389,384 100.0%
支出 389,384 389,382 99.9%

� （単位：千円）
区　　分 予算現額 収入・支出済額 収入・執行率

収 益 的
収 支

収入 1 0 0.0%
支出 1 0 0.0%

障害支援区分認定審査会特別会計
（歳　入） 　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金及び負担金 1,169 1,169 100.0%
繰 越 金 1 48 4800.0%
諸 収 入 1 0 0.0%

合　　　計 1,171 1,217 103.9%

（歳　出） 　� （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率

障害支援区分認定審査会費 1,171 1,020 87.1%
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　 東北電力ネットワーク㈱宮城支社　様
　 ㈱ユアテック　様
　 ㈱ユアテック　人財育成センター　様
　㈱ユアテック　人財育成センター敷地内にて
行われた送電線鉄塔訓練に際し、訓練場所の提
供及び訓練の講師を務めていただきました。
　消防署では実施できない高所からの救出訓練
等を行うことができ、さらなる消防力の強化と
ドクターヘリランデブーポイントとしてヘリ離
発着時の場所の提供、安全管理や救急活動にも
ご尽力いただきました。

　 興立産業㈱　様
　 新明和オートエンジニアリング㈱
　　　　　　　　　　　　　東北営業所　様

　黒川消防署にて行われたごみ収集車事故対応
訓練において、訓練車両の提供及び訓練の講師
を務めていただきました。
　近年多発しているリチウムイオン電池による
ごみ収集車の車両火災や巻き込み事故に対応す
る能力の向上にご尽力いただきました。

　

阿
部
氏
は
、
昭
和
58
年
に
発
生
し

た
大
規
模
林
野
火
災
で
の
活
動
や
、

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
管
轄
内
の
被
害
状
況
の

把
握
、
情
報
収
集
に
努
め
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た

沿
岸
部
へ
の
隊
員
派
遣
時
に
適
切
な

災
害
対
応
方
針
に
大
き
く
寄
与
す
る

な
ど
、
消
防
職
員
と
し
て
長
年
に
わ

た
り
危
険
業
務
に
従
事
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章（
消
防
功
労
）

元
消
防
司
令
長（
黒
川
消
防
署
長
）

　

阿
部　

光
浩 
様

（
大
和
町
在
住
）

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

令
和
６
年
４
月
29
日
発
令

第42回

消
防
活
動
協
力
者
表
彰右から東北電力ネットワーク㈱宮城支社様、㈱ユアテック様、㈱ユアテック　人財育成セ

ンター様、興立産業㈱様、新明和オートエンジニアリング㈱東北営業所様、清野消防長

　

消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
５
団
体

へ
令
和
６
年
５
月
17
日
に
消
防
長
よ
り
感
謝

の
意
を
表
し
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

申し込み先　消防本部警防課救急係　☎345−6888

救命講習のご案内　一般公募の普通救命講習会予定

普通救命講習
開催日 場　所 時間等

令和６年７月17日（水） 黒川消防署大衡出張所 午後６時30分から
午後９時30分まで
（３時間講習）

令和６年８月21日（水） 黒川消防署大郷出張所

令和６年９月25日（水） 富谷消防署

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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花火のルールを守って楽しく遊ぼう！

燃えやすい物は近くにありませんか？

大人と一緒に遊びましょう 人に向けない SFマークがついている物を選びましょう

水バケツを用意しましょう

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
映
像

通
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
119
」
を
令

和
６
年
４
月
か
ら
運
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

119
番
通
報
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
し
、
通
報
者
と
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
と
の
間
で
映
像
の
送
受
信
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
従
来
の
音
声
の

み
の
119
番
通
報
で
は
、
通
報
者
に
と
っ

て
詳
細
な
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
が
あ
り
ま
し
た
が
、
映
像
を
送

信
す
る
こ
と
で
、
言
葉
で
は
説
明
し
づ

ら
い
現
場
の
状
況
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
、
消
防
指
令
員
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

現
場
を
確
認
し
、
出
動
隊
の
選
定
や
救

急
現
場
で
は
消
防
指
令
員
か
ら
応
急
手

当
を
実
施
い
た
だ
く
た
め
の
参
考
映
像

を
送
信
す
る
な
ど
、
迅
速
な
現
場
活
動

及
び
救
命
処
置
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

〇
協
力
の
お
願
い
に
つ
い
て

　
「
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
119
」
の
利
用
に
は
通
報

者
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

前
提
と
な
り
、
安
全
な
環
境
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
消
防
指
令
員
か

ら
操
作
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ま
た
、
映
像
送
信
に
か
か
る
通
信
料
金

が
通
報
者
側
に
か
か
り
ま
す
。

　

詳
し
い
映
像
通
報
ま
で
の
流
れ
、
操

作
方
法
を
黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
消
防
」、「
お
知
ら

せ
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

×

映
像
で
繋
が
る 

119
「
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
119
」
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水辺の事故に気を付けましょう！

その冷房機器大丈夫ですか？

　夏は、プールや川などの水辺でレジャーをする
機会が多くなります。
　右のグラフは令和５年の夏季期間に全国で発生
した水難事故の場所別における亡くなった方や行
方不明になった方の内訳です。
　子どもだけでの水遊びを避け、ライフジャケッ
トを活用する等十分に対策してレジャーを楽しみ
ましょう。

　昨年６月～８月の平均気温は統計開始から最高となっており、黒川管内でも36℃を超える日
が数日観測されました。
　そんな夏に欠かせないエアコンや扇風機ですが、高温・多湿な環境で電気火災を起こしてしま
う場合があります。
　使用前に下記のチェックリストを確認し、異常がある時には点検や修理を検討してください。

出典：警察庁令和５年夏期における水難の概況

海：314人
55.3%河川：203人

35.7％

湖沼地
28人
4.9％

用水路：14人
2.5％

プール：8人
1.4％ その他：1人

0.2％

扇
風
機
□羽の回転が不規則
□モーター部分が熱い

□プラグ周りにゴミが付いている。
□コードに傷がある、熱い。
□焦げ臭い匂いがする。
□�長期使用製品安全表示制度の標準使用期間を超えている。

エ
ア
コ
ン

□運転音が異常に大きい
□ブレーカーが頻繁に落ちる

ライフジャケット
を着用する。

立入禁止箇所に
立ち入らない。

増水箇所には
近寄らない。

今日から始めよう熱中症対策

軽めの運動で普段
から暑さに慣れま
しょう

寝具は通気性・吸水
性のいいものを選び
ましょう

扇風機やエアコンで
室温を下げましょう

お茶や水ではなく、
塩分や糖分の入った
ものを飲みましょう

※令和５年の黒川管内での熱中症による救急搬送は109件でした。体調に異変を感じた時は
　早めに休息を取り、暑さに負けない体を作りましょう！
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公
立
黒
川
病
院

内科医師
大友　莉那

内科医師
新妻　郁未

　

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
公
立
黒
川

病
院
内
科
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、
大

友
莉
那
と
申
し
ま
す
。
地
元
は
宮
城
県

な
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
黒
川
地
域
を

訪
問
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

ま
ず
は
地
域
の
こ
と
を
知
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
前
任
地

は
栗
原
市
立
栗
原
中
央
病
院
で
、
栗
駒

山
が
そ
び
え
立
つ
麓
の
先
に
病
院
が
あ

り
ま
し
た
。
黒
川
病
院
も
、
目
の
前
に

は
笹
倉
山
、
松
倉
山
、
撫
倉
山
、
大
倉

山
、
蜂
倉
山
、
鎌
倉
山
、
遂
倉
山
の
七

峰
が
広
が
り
、
壮
大
な
景
色
を
眺
め
な

が
ら
出
勤
す
る
の
が
、
日
々
の
さ
さ
や

か
な
楽
し
み
で
す
。
現
在
は
新
緑
も
美

し
く
、
い
つ
か
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
も

し
て
み
た
い
で
す
。 

　

黒
川
病
院
で
は
、
外
来
・
入
院
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
外
来
で
は
、

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
診
療
に
関
係

な
い
と
思
う
こ
と
で
も
気
軽
に
ご
相
談

　

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
公
立
黒
川

病
院
の
内
科
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
、

新
妻
郁
未
と
申
し
ま
す
。
今
回
ご
縁
が

あ
り
、
公
立
黒
川
病
院
で
７
ヶ
月
間
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
仙

台
市
青
葉
区
の
出
身
で
す
。
自
治
医
科

大
学
の
出
身
で
、
内
科
医
と
し
て
地
域

医
療
に
従
事
し
て
10
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
大
学
病
院
、
二
次
救
急
病

院
、
へ
き
地
診
療
所
と
様
々
な
規
模
の

病
院
で
働
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
宮
城

県
か
ら
離
れ
、
他
県
の
医
療
機
関
で
も

勤
務
歴
が
あ
り
ま
す
。

　

複
数
の
病
院
、
複
数
の
地
域
で
働
い

て
お
り
ま
す
と
、
土
地
に
よ
っ
て
住
民

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ご
家
族

も
、
一
緒
に
い
る
か
ら
こ
そ
わ
か
る
さ

さ
い
な
変
化
や
普
段
と
違
う
様
子
な
ど
、

是
非
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
そ

の
中
に
診
療
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
要
素
が

あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
話
の
中
か

ら
そ
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
拾
い
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
、
地
域
の
病
院
と
し
て
、
医
師

の
一
人
と
し
て
皆
さ
ま
に
適
切
な
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

の
皆
さ
ん
・
風
土
・
産
業
な
ど
様
々
な

違
い
を
感
じ
ま
す
。
ど
の
地
域
も
そ
れ

ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
特
色
が
あ
り
、
興
味

深
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
地

域
医
療
資
源
の
事
情
・
介
護
資
源
の
事

情
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
こ

と
を
強
く
感
じ
ま
す
。
私
は
勤
務
の
都

合
上
転
勤
を
繰
り
返
す
立
場
で
あ
り
、

各
地
域
で
の
勤
務
期
間
が
長
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
事
情
を
深
く

知
る
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
ど
の
地
域
で
も

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
抱
え
る
中
で
、
患

者
さ
ん
の
た
め
・
地
域
の
た
め
に
状
況

に
合
わ
せ
て
医
療
を
提
供
す
る
医
師
の

姿
を
数
多
く
見
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

素
晴
ら
し
い
勉
強
に
な
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
仙
台
市
医
療
圏
・
黒
川
地
域

の
地
域
事
情
に
早
く
慣
れ
、
地
域
医
療

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
す

る
所
存
で
す
。
ま
た
、
黒
川
地
域
の
良

い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
発
見
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
着

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

至
ら
な
い
部
分
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

新
任
医
師
紹
介
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医療費後払いサービスのご案内
　当院ではこれまで現金による支払いのみ対応しておりましたが、この度医療費の後払いシステム
を導入いたしました。
　これにより、診察後の会計を待たずに帰宅することが可能となりました。なお、院外処方と合わ
せることでお薬の待ち時間もなくなります。

〇サービス利用手順
「Web申込」と「郵送申込」のどちらかでお申込みいただけます。
　・Web申込：右記のQRコードからご利用ガイドをご確認の上、お申込みください。
　・郵送申込：当院の医療費後払い相談窓口にて郵送申込書をお受取りいただき、
　　必要事項を記入の上申込封筒を作成し､ ご郵送ください。
　初回登録後、当院をご利用の際に総合受付にて診察券と共に後払いサービスを利用する旨お伝え
いただくことでご利用いただけます。
　※登録は無料となりますが、ご利用時は各種手数料がかかります。

〇問い合わせ先
　利用方法についてご不明な点がございましたら直接来院いただき、
医療費後払い相談窓口へご相談ください。
　　医療費後払い相談窓口　平日：午前８時30分から午後５時まで

　さやいんげんは中央アメリカからメキシコが原産
地で、豆ではなく若いさやを食べ始めたのはイタリ
ア人で、そこからヨーロッパ中に広まっていきまし
た。日本へは江戸時代、中国から僧侶の隠

いん

元
げん

によっ
てもたらされたことから、この名がついたと言われ
ています。１年に３度も収穫できることから、別名
サンドマメと呼ばれています。
　さやいんげんにはカロテン、ビタミンＣが多く、
緑黄色野菜に分類され、カリウム、ビタミンＢ群や
カルシウムなども含まれています。食物繊維も多く
含まれて各種生活習慣病のリスクを高める脂質異常
症の予防に役立ちます。

作り方
①　�さやいんげんは筋を取り、３等分に切り、ニ
ンニクは粗みじんに切っておきます。

②　�フライパンに油を入れ、中火でニンニクを炒
めます。

③　�ニンニクの香りがしてきたら、さやいんげん
を入れて火が通るまで炒めます。

　　�しょうゆを回して入れて、お好みのやわらか
さになるまで炒めます。最後に七味唐辛子を
加え、混ぜたら出来上がり。

材料（２人分）
・さやいんげん　１袋 
・ニンニク　２片
・しょうゆ　大さじ１
・油　大さじ１
・七味唐辛子　少々

ご利用ガイド

公
立
黒
川
病
院
栄
養
室
室
長
　

小
岩
　
陽
子

「さ
やいんげ

んのにんにく炒め」 季
節
の
料
理
レ
シ
ピ

11 広域くろかわ 令和６年７月号



令 和 ７ 年 度 職 員 採 用
○受 付 期 間 ： 令和６年７月１日（月）から令和６年８月５日（月）
○受 付 時 間 ： 午前８時30分から午後５時15分
受験申込書は、総務課及び黒川消防本部、富谷消防署にて配布しています。

試 験 区 分 初級（高等学校卒業程度）
職種及び採用予定人員 消防　　５名程度

受 験 資 格

①�平成11年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による
高等学校を卒業した方、または令和７年３月31日までに卒
業見込みの方

②�消防職員として職務遂行に必要な体力及び健康を有する方
③�普通自動車の運転免許を有する方。または採用時から１年以

内に普通自動車の運転免許を取得する見込みのある方
④�採用された場合、消防本部の管轄区域内に居住できる方

第 一 次 試 験 日 令和６年９月22日（日）
試 験 会 場 受験申込者に別途、お知らせします。

申込・問い合わせ先 総務課　☎345－1541
＊募集の詳細はホームページをご覧になるか、直接お問い合わせください。

私たちと一緒に　消防職員　
として地域の安全な暮らしを守りませんか？

（消防救助技術指導会訓練の様子）

地
域
の
暮
ら
し
を
守
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
～
黒
川
消
防
～
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